
2020年初頭から世界はCOVID-19（新型コロナウイルス感染症）のパンデミックに襲われ
た。1年半が過ぎ、ワクチン接種が各国で進む2021年夏の今もなお、人類はパンデミックと
闘っている。世界保健機構（WHO）によると、感染者数は 6月 8日現在 1億 7,300万人を超
え、そのうち死者は370万人を超過するという。この1年半は未知のウィルスを恐れながら
も危機を生き延びるための様々な試行錯誤を繰り返した時期でもあった。
しかし、振り返ってみると、こと日本においては、あまり誇れるような出来事は思い浮
かばない。クルーズ船ダイアモンド・プリンセス号の乗客と乗員への悲惨な対応、いわゆ
る “アベノマスク ”問題、突然の学校休校、検査と病床の不足、経済最優先の未熟な政策な
ど、次々失敗する政策に翻弄され、この後の方向性が見えずに不安な日々が続いた。私た
ちの日常は大きく変化し様々な矛盾や構造的不平等が露わになった。ケアや社会的必須労
働（essential worker）の役割に注目が集まったのは幸いだったが、不安定で低賃金の労働条
件や、人との接触による高い感染リスクに晒されている実態には十分な関心が払われてこ
なかった。経済活動の再開に重きが置かれた回復はそれらの問題をさらに深化させること
になりかねない。経済力を持つ裕福な国々が先にワクチンを確保し、いち早く経済復帰しつ
つある現状は、そのような懸念が現実化しているといえよう。
パンデミックによって突きつけられた未曾有の課題を、我々はどのように受け止めてど
のように向き合っていくべきか。『ジェンダー研究』24号ではその議論の場を提供すべく特
集「パンデミックとジェンダー」を企画した。現在進行中の緊急性のあるテーマを取り上げ
るため、前号に続いて 24号でも特集テーマで投稿論文を募った。その結果、経済・政治分
野で2本の研究論文を掲載することができた。金井論文は生命保険業界のミクロな労働現場
の変化を緻密に追って、地域限定で対面を重視する女性労働者の営業方法が対面を禁止す
る方策によって打撃を受けているのに対して、営業地域を限定せずに IT技術を駆使してき
た男性中心の営業にはむしろ発展の機会を与えていることを明らかにした。また、本山論文
はケアエコノミーを理論化したフェミニスト政治経済学の知見を評価したうえで、パンデ
ミックに対するフェミニスト知がどのように生産されているのかを検討した。「フェミニス
ト的な」知も一枚岩ではなく「ケアエコノミー」に対する認識の違いによって未来への処方
箋も異なることを、言説分析を用いて解明した。
今号は、パンデミックが及ぼした影響を多角的に検討するために、特集の研究論文以外に
も、研究ノート、現場報告、資料紹介の枠をもうけた。現場の調査報告や海外事情の紹介も
あり、パンデミックの世界的規模や地域によって異なる状況が窺える。また、ジェンダー研
究の観点から選定した幅広い分野の書評も充実している。
『ジェンダー研究』の編集事務局は今年も素晴らしいチームワークを発揮してくれた。暗
い時代を一緒に働き抜く勇気は、信頼と使命感に基づくチームワークから生まれてくる。表
紙から編集後記まで共同作業の実りが感じられる24号になったと誇りたい。

2021年7月
編集長 申琪榮
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